
..観光地点検

「石山緑地をピルドするか、

それとも、ファイターズ優勝パ

レードかー・。園際芸術祭を催す

のもいい。そろそろ風致地区指

定をしてお乙うか、いや、乙こ

は市街化調整区域か－－」なんの

話だろうつこれ、実は力一ドゲ

ームの話なのだ。

札幌市の取り組み「好きです。

さっぽろ（個人的に。）」が生み

出した「景観まちづくり力一ド

ゲーム公景力一ド」。力一ドゲ

ームを楽しみながら景観や都

市計画について考えるきっか

けを提供するという試みであ

る。

今回はとの取り組みを中心

に、札幌で行われている手法

から、観光資源としても重要

な「景観Jについて考えてみ
たい。

景観良し悪し市民が決定

美しいと言われる景観があれ

ば、醜いと言われる景観もある。

新しく巨大な建物が建てられる

時や、景観に賞を与える時など

に議論になるトピックだが、景

観の美醜は誰によって決定され

るものだろうか。専門家だろう

か、あるいは、行政だろうか。
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岡本健

景観をカードゲーム化・総選挙！
市民か5個人的「好きj引き出す

景観に貰を与える時、とれまで

は 般的｜こ専門家などで作られ

る委員会が組織され、そこで議

論が行われ、美醜や優劣が決定

されただろう。景観の価値は

「偉い人Jが決めるもの。市民

それぞれが感じている「好き」

「嫌い」は反映されない。この

常識を覆したのが札幌市市民ま

ちづくり局都市計画部地域計画

課による「市民主体の景観資源

選出事業の取組Jである。冒頭
に紹介した力一ドゲームも一連

の取り組みの←つなのだ。

市民でにぎわう北海道大学構内のイチョウ通り

市電や大喜利など活用

この一連の手法は、「好きで

す。さっぽろ（個人的に。）運

営委員会」によって実施されて

いる。2012年度には市民に向

けて、「あ芯たの好きな札幌の

場所や風景などを募集jし、パ

ネル展やトークイベントを開催。

トークイベントでは、建築やま

ちづくりといった、従来景観に

ついて論じてきた分野だけでな

く、編集やデザイン、そして、

観光の観点、かうも議論が行われ

た。

13年度には取り組みが本格

化していく。札幌の市電（路面

電車）の中で「景観」や「ま

ちJ「札幌らしさ」を語り合う

ワークショッブ「井戸端会議

on市電一一市電｜こ乗ってとれ

からの景観の話をしよう。」を

開催し、地図とヒントをたより

に、制限時間内にチ工ツクポイ

ントをたくさん回って得点を

競う「どサンこパスdeまち

めぐりロゲイン」を行った。

口ゲインとは、オーストラり

ア発祥の得点制オリ工ンテー

リングのようなスポーツ競技

であり、とれをアレンジして

札幌で実施した。どサンこパ

スという、札幌市交通局が発

行している土、目、祝に使える

市電専用の一日乗車券を用いて

いる。

さらに、司会者が出したお題

に応えて、その回答のうまさを

競う「景観大喜利一一景観であ

そぼうリというイベントも開

催した。

市電やオり工ンテーリング、

大喜利といった様々なメテ‘ィア
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I を活用して、市民に景観につい

て考える契機を提供している。

これらの活動と共に作5れた

のが「景観まちづくり力一ドゲ

ーム食景力一ド」である。力ー

ドゲームと聞いて「なぜ？」と

感じる人も多いのではないだろ

うか。実は、小中学生や若者層

を中心に、 トレーデイングカー

ドゲームの愛好者は多い。 『マ

ジック・ザ・ギャザリングJ
『遊女戯女王』『ポケモン力一

ドゲームj芯どだ。大学で教え

ていても、学生の中に力一ドゲ

ーム愛好者がいることが多い。

ヨツピンク‘センターや児童会館、

生涯学習センター、札幌駅前通

地下歩行空間芯どに投票所が設

置された。

その結果選ばれた景観を活用

してカードゲームが作られた。

この力ードを使って実際に遊ん

でみる「お試し会」も数度開催

された。

実際に私もいただいた「景力

一ド」で学生と遊んでみたが、

ゲームのルールを学ぼうとして

いるうちに、都市計画的芯視点

が身につくことがよくわかった。

また、こうしたカードゲーム文

景観総選挙で選ばれる景カード

観光地点検J・

あると考えることができる。一

般に景観の良し悪しについて考

えるのは、賞を与える時や景観

が大きく改変される時だ。普段

から景観を意識して生活をする

習慣を持つ人はそれほど多くな

いだろう。今回取り上げた取り

組みは、様々芯方法で、景観に

対する無意識を意識化している。

市民それぞれが自分事として

景観をとうえ、自分の好きな景

観に目を向け、評価していくこ

とで、観光資源としての札幌の

景観も、より良いものになって

いくだろう。

t今後の課題 ノ

札幌市の「市民主体の景観資

源選出事業の取組jの多様な活

動には目を見張るものがある。

「市民主体」に徹した活動は手

聞がかかり敬遠されがちだが、

乙こまでやってこそ「市民主

体」と言えるだろう。広報も大

してせず、人数も集まらない意

見交換会という名の説明会をや

るだけの「市民参加の促進」は

いただけない。

今のところ札幌市民がとの取

り組みの対象のようだが、札幌

「票力一ドJはその制作過程 化に習熟している若い学生にと 市民以外でも札幌市の景観に興

でも、徹底的に個人的な「好 つては、非常に親和性の高いメ 昧を持っている人はたくさんい

き」を大切にしている。ます、 ディアのようで、若者や小中学 るはす、だ。札幌を愛する旅行者

「個人的に好きな場所や風景J 生に景観や都市計画について考 も景観の構想に巻き込んでしま

を市民から募集する。その後、 えてもらうツールとして優秀だ。 うというのはどうだろう。今後

「さっぽろ景観総選挙」 によっ も、札幌市の景観を大切に思う

て上位48の得票数の景観が選 景観を「自分事」にする 人々によって景観が構築されて

ばれた。この投票については、 これ5の取り組みは、景観を いく仕組みを展開して行ってほ

移動投票所システムを採用。シ 市民の「自分事」にする効果が しい。 固 ｜ 
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